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分散・循環型の地域エネルギー事業を創る
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１-1．自己紹介（どんな知⾒・経験があるか︖）

研究分野
・電⼒システム改⾰
・電⼒技術，カーボンニュートラル技術・施策
・海外電⼒（英国・北欧，⽶国，カンボジア）
・大学，研究者ネットワーク
・画像AI活⽤ビジネスの⽴上げ

2024年度 内閣総理大⾂賞を受賞

電⼒事業・地域
・第１種電気主任技術者
・エネルギー管理⼠（電気）
・送変電事業全般
・設備損壊事故（災害）対応
・大規模架空送電線の新設プロジェクト管理
（地域の自然・社会環境，地元情報）

https://www.mokkun.co.jp/archives/2835
地域の⾏政や産業との関わり

（設備保守・工事，防災 など）

経済・経営（中小企業診断士）
・経済学，経済政策，財務・会計，企業経営
理論（マーケティング 含），運営管理（⽣産
技術 含），経営法務（知財 含），経営情報
システム，中小企業政策
・コミュニケーション能⼒
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１-2．北陸電⼒の概要 2

100年越しで
地域に貢献

事業領域の拡⼤

グループ総合⼒



１-3. 管内各⼤学との関係 3

 カーボンニュートラル（以下 「ＣＮ」 ）実現など地域課題の解決に取組むため，各大学と
包括連携協定を締結して，パートナーシップの強化・多様化を図っています。

 エネルギーを起点に，地域でＣＮの社会実現を目指す共同研究・協議を⾏っています。
＜2025年度の取り組み＞
富山大学 未利⽤バイオマス燃料の開拓・活⽤化検討，再エネ導⼊拡大に向けた対応（共同研究）
⾦沢大学 ネガティブエミッションなど，脱炭素技術の活⽤方法を協議
福井大学 ⽔素によるエネルギーマネジメントの活⽤検討（共同研究），熱の有効利⽤に関する協議

ＣＮ社会実現形のひとつとして，分散・循環型の地域エネルギー事業モデル
を共同研究し，自然と共生した地域の持続的発展を目指します。

富山大学（2024年5月）

未来知実証センター［2025年6月］
バイオマスグリーンイノベーションセンター

カーボンニュートラル推進本部
［2023年7月 設⽴］

⾦沢大学（2012年） 福井大学（2025年2月）

カーボンニュートラル産業創⽣研究センター
［2024年2月 設⽴］



２-1．共有したいこと（大学連携の位置づけ）

 普通の地域がCＮ社会を目指す取り組み例をご紹介－ポイント:①モデルづくり と ②進め方
（考え方）

①分散・循環・自⽴型※ の 「地域システム」 を創る。多岐に亘る検討を効率良く⾏う必要が
あり，⼤学知⾒・ネットワークの活⽤に期待。大学知⾒の社会実装にも役⽴つ。

②産学官・学際連携イノベーションでモデルを具体化し，⾏政へ提案・連携。国等の支援を
得て第１歩を踏み出し，モデルを磨き上げて横展開を目指す。
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資源︓
多様な知⾒・
オーソリティ

資源︓
実践⼒・
実現手段

大 学 の狙い
・知⾒の社会実装
・人材の育成
・新たな研究テーマ

企 業 の狙い
・新事業（収益源）開発
・既存事業の安定維持
（顧客関係強化，新サービス開発）など

資源︓
社会を
巻き込む⼒

⾏ 政 の狙い
・財政健全化
・⾏政サービス維持
・地域の活性化 など

モデル創り

・規模適正化
・収益モデル
磨き上げ

提案

※ CN・循環経済（CE）・地域循環
共⽣圏の複合モデル

（ねらい）
・経済的⾃⽴，持続可能
・資源の効率的利⽤
・地域社会の活性化
・環境負荷の低減



２-2．ＣＮ社会モデル（地域エネルギー資源循環供給モデル）

電 ⼒
・電源最適ミックス
・需給・安定度・保安
・広域・総合の調整

地域資源活⽤と経済循環を組み⽴て・両⽴

人文・社会
価値創り

⾏政・地域
実証・価値共創

国
資⾦・情報発信

企 業
ノウハウ・手段

連携先

工学・⾃然
各種技術
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２-2．2025年度の取り組み（協議中を含む） 6

収益獲得＝有価物の合成（地域産業の活性化・新創出）
（早期実現，効率向上，小型化，市場＝価値・取引しくみ 創設，効果計量×証券化）

エネルギー変換
資源化・コスト減
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ
効果計量×証券化
調整価値の拡大

自然資源活⽤
（効果計量×証券化）

大気

森林・植物 土壌

日射 地熱

燃焼炉 発電機

電⼒
需要

熱
需要

蓄電池 ⽔電解

昆虫など

前処理

⽣
活
・産
業

海洋

メタネーション
燃料合成

P2P

CO2分離

⽔素

カーボン
ブラック 農業

（エネ作物）

⽔産業
（養殖）

価
値
向
上
・外
販

DACs

・アミン式
・分離膜式

廃熱利⽤残渣利⽤

灰（C）

バイオ炭

ブルー
カーボン

風化
促進

ブルー
カーボン

グリーン
カーボン

太陽光

乾燥・反応促進

バイオ処理

ローカル活⽤
（移動・蓄エネ）

廃棄物
・建築廃材
・下⽔汚泥

地
域
の
収
益
（還
元
・分
配
）

第4/5世代 熱供給

ボランタリ
クレジット

ボランタリ
クレジット福井

福井

⾦沢

富山
⾦沢



２-2．進め方（早期の価値づくり・支持の獲得）

 地域循環共⽣圏づくりに準拠しつつ，取り掛かり部分を加速する。
 早い段階から価値を創って提案 ➡ 社会の支持を集め，必要な関係者を着実に巻き込む。

（学際融合で議論）

出所︓環境省 大⾂官房地域政策課
「地域循環共⽣圏づくりの手引き」 (2024.4) 

火焔型土器モデル

このステップ
を迅速化

自⽴できるモデルづくり

価値づくり

⾏政へ提案
（支持の獲得・裾野拡大）

実証・イノベーション
（規模適正化・収益モデル磨上げ）

社会実装

ウォーターフォール型の進め方

受け⼊れやすい提案
・大学・産業界が連携
・「すぐ出来そう」 な具体性

価値づくりを並走
（自分ごと化）
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２-3．モデルの妥当性（再エネポテンシャルの確認）

 北陸には地図情報に基づく賦存量計算で，地域電⼒需要の３倍の再エネポテンシャルが
ある。エネルギー収支で⾒れば，提案モデルは実現可能。

 カギは，未利⽤の再エネポテンシャルを効率的に開発・活⽤すること。
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出所︓内閣府SIP・東北大学 「地域エネルギー需給データベース︓ＪＥＤ」，環境省 「REPOS」

北陸地域のエネルギーフロー（2020年）

再エネ導⼊ポテンシャル（洋上風⼒除く賦存量，2018年）［71,864 GWh］
電⼒消費量（2020年）［23,658GWh］ ＝ 3.03 倍



２-3．モデルの妥当性（検討の意義）

 北陸の経済収支は，域際で⾚字。エネルギー分で，4千億円の域内所得が流出している。
再エネポテンシャルを効率的に開発・活⽤することが，改善につながる。

 それには再エネ活⽤の効⽤を，エネルギーだけでなく地域の経済循環全体で考える必要。
提案モデルは地域全体の調整・最適化を目指しており，理にかなう。

出所︓北陸経済連合会・DBJ 「北陸地域のカーボンニュートラルと⼀人当たりGRP向上の両⽴に資する具体的取組施策の検討・整理調査報告書」 (2024.5) より抜粋
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２-3. モデルの妥当性（過去課題への対応） 10

出所︓環境省 「新たな脱炭素地域づくりの実現に向けて」 (日本総研 2024.6) より抜粋

エネルギー起点のモデル︓意義や目的が共有され易い
・誰もが知るインフラ ➡ 取り組みの方向性が明確，理解し易い
・既に関係先が多く，連携して活動規模を拡⼤できる

電⼒・⼤学の知⾒融合モデル︓効率良く課題に対応可
・電⼒供給に関する⼯事・維持・運⽤の知⾒（電⼒）
・地域資源のポテンシャル評価，活⽤技術開発（大学）
・社会厚⽣を高める付加価値づくり・実装化の知⾒（大学）

産学連携してモデルを具体化・実証連携を⾏政へ提案
➡ ⾏政メリット︓⼤（支援を得て早く着手できる）

・すぐ使える技術を摺合わせるイノベーション（2年後実証を目途）
・再エネ資源の最大活⽤で，経済循環を拡⼤・産業を活性化

価値づくりとモデル具体化を連動させ，採算性を高める
・価値基準⾒直し（単体の価値でなく，地域全体で考える ）
・当該基準に基づいてモデルを具体化

「脱炭素地域づくりの推進上の課題」の回答結果

＜ 課題への対応と期待効果 ＞

※ ⾚アンダーラインは，著作者の日本総研による。



３-1．今後の伸びしろ・課題（価値・ビジネスモデルづくり）

Why? プロジェクト推進のカギは，支持・支援者が共感する価値を早期・継続的に発信すること。
What? 新たな価値尺度を考案し，関連する研究開発の推進・資⾦獲得機会の拡大に資する。
How? 実現 「できそう」 な計画づくり， 「自分ごと化」 するストーリを発信し続ける。
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価値の再考・共有

デザインシンキング

⼯学・
自然

人文・
社会

尺度⾒直し
多⽤化・レベル調整

ストーリ創り
（早期開始）

「できそう」 感

自分ごと化

できる方法探索
前例の調整・導⼊

支持の拡⼤
・⾏政巻込み
・補助⾦活⽤モデルの精緻化

・多⽤化
・レベル調整 社会実装へ

方法
・特⻑の発掘・取込み
・ビジネスモデル⾒直し
・住⺠（顧客）との対話 等

方法
・資⾦源（炭素税,クレジット 等）
・⾒える化・実現手段（NFT 等）
・成功事例からの類推 等

出所︓農⽔省 「国内外における主なカーボンクレジット
制度」（2024年4月17日日付）より抜粋

地域でできるボランタリクレジット例

出所︓Mizuho Short Industry Focus 
2019年3月12日 より抜粋

先⾏事例（独.クラウド型）

連携分野︓環境，マーケ，法制度，情報，感性 など

1.学際融合・全体調和の価値創り ➡ ブレイクスルー
2.価値が⾒える・取引できる ➡ 支持拡大・経済活性化
3.具体案を早期打出し ➡ ⾏政連携・資⾦調達
4.実現化の努⼒継続 ➡ 規制⾒直し・活動推進

＜期待効果＞



３-2．今後の伸びしろ・課題（地域資源の有効活⽤） 13

800kW
500kg/h 60%wet

排ガス損失 16% (128kW)

効率的な回収
・活⽤が必要

出所︓NEDO バイオマスエネルギー地域⾃⽴システムの導⼊要件・技術指針 第6班版
Ｐ498 「1000kW ORC発電設備のヒートバランス」 を抜粋・編集（割替え）

電⼒ 136kW 
17%

80℃温水
536kW
67%

熱源⽔温度
10〜30℃

第4/5世代熱供給
（熱の循環供給）

その他各種の再エネ熱源，
従来型熱源が接続可能

出所︓地中熱利⽤促進協会「欧州の地域熱供給の現状と国内の課題」 より抜粋・編集

出所︓国⼠舘大学 「今月の地理写真」
http://bungakubu.kokushikan.ac.

出所︓
https://www.viaspace.com/giant_king_grass.html

出所︓神⼾大学
https://www.gea.com/ja/stories/insects-for-future/

未利⽤・自然資源の活⽤検討

Why? モデルの実現には，未利⽤・⾃然資源の最大活⽤と熱利⽤の効率向上が不可⽋。
What? 資源の育成・収穫・加工・利⽤，地域での熱利⽤に関するイノベーション機会。
How? 第2世代バイオマスや第4/5世代熱供給など，新技術の実装を検討する。

バイオマスボイラの出⼒試算例

連携分野: 農林水産，生物，化学，熱⼯学，建築 など
バイオマス発電の課題

1.資源開拓・加工・利⽤ ➡ 産業活性化・効率化・開拓
2.程良い規模の機材 ➡ 市場拡大の機会︖

熱利⽤の課題
1.適⽤範囲の拡大
2.配管などインフラ整備 実現性向上・展開
3.方式や規模の最適化

＜期待効果＞

＜期待効果＞



３-3．今後の伸びしろ・課題（⽔素ローカル活⽤）

Why? ⽔素が⻑期需給調整の有⼒手段。設備稼働率の向上が本格導⼊のカギとされている。
What? 水素起点の産業開発，複数地域課題を解決するユースケースのイノベーション。
How? 吸蔵合⾦による小口貯蔵・運搬を前提に，交通や原材料・⾷品⽣産など，高付加価値

な水素活⽤技術を連携させ，経済循環に組み込む。
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出所︓NEDO TSC Foresight vol.20（2017年7月）より抜粋

この領域で
水素エネマネ
しつつ・・

電⼒貯蔵技術の各方式の出⼒・放電時間

（電⼒）

出所︓化学工業日報 https://chemicaldaily.com/archives/506877

モビリティなど
（高齢化社会への対応）

出所︓⾦沢工業大学 有価物の生産
（産業活性化・創出）

出所︓Scitem社

連携分野: 化学，⾷品，機械，材料 など

1.地域特性を活かした導⼊ ➡ 有休資産活⽤・産業振興
2.運⽤連携 ➡ ⽔素エネマネのコスト低減

産業間エネマネ（トータル効率向上・循環化）
3.ユースケース探索 ➡ 関係者巻込み・貢献マインドの醸成

＜期待効果＞



４．最後に（大学コアリション・イノベーションWGへの期待） 15

共通課題を克服する制度改⾰の例
（森林経営管理制度）

高齢化・過疎化が進む⾥山の森林資源が
管理しやすくなり，未利⽤バイオマス資源の
活⽤拡大が期待できる

出所︓林野庁 「森林経営管理制度の取り組み状況について」
（令和7年1月）より抜粋

1. 本日の討論や皆さまのご意⾒などを基に連携の輪を広げ，北陸の英知をより広く
活かした 「私たちの北陸モデル」 実現・展開 を目指します。

2. 「北陸モデル」 に興味を持たれ，ご知⾒の社会実装を目指す国内外の研究者
さま・企業さまとも広く連携したく存じます。

3. 「未来創り」 には，既存ルールの⾒直しも必要になります。社会効⽤の最大化に
向け，共通課題の共有・⾒直し検討，規制改革に向けた科学的根拠づくり
（研究）なども⼤学等コアリションのテーマとして取り扱われては如何でしょうか︖


